康成から芙美子へ-ひとつの文学系譜- by 森 英一
その後「林芙美子の亟雌些（平４．５刊右精堂）において、
それを踏まえながらより芙美一十文学の展開をくわしく締訂して
みたが、いくつかの課題が結果的に残された。たとえば、彼女
の死の前年に立て続けに発表された四作の作品傾向をいかに解
釈するか、である。これについては後述するが、専一するに、従
来
い
わ
れ
る
よ
う
な
秋
声
の
文
学
的
影
響
に
加
え
て
、
戦
後
の
彼
女
は
そ
れを脱してさらなる新展開を試みようとしていた、と考えられ
る。 川
端
康
成
が
〈
日
本
の
作
家
の
う
ち
で
、
芙
美
子
さ
ん
が
最
も
影
響
を
受けているのは、徳田秋声です〉（「あとがき」昭乃・⑱刊「め
しごと述べたように、林芙美子の文学形成に大きな影響を与
えたのは徳田秋声である。小著「秋声から芙美子へ」（平２．
川刊能登印刷・出版部）は不十分ながら両者の相互関係につ
康
成
か
ら
芙
美
子
へ
川刊能登印刷・出版部）は一
いて論述したつもりであった。
’
ひ
と
つ
の
文
学
系
譜
Ｉ
小稿では、そういう彼女に新たな影藝屋及ぼした一人に川端
一尿成がいたことを論述してみたい。
前述の四作とは「夜猿」（昭西・１「改造』「上田秋成」（昭
西・３『芸術新潮』）「めかくし鳳凰」（同上『人間ご「爆布」
（昭西・５「中央公論」文芸特集号）である。昭和二十一年一
月発表の「吹雪」を皮切りとして芙美子は戦後、活発な作家活
動をスタートする。「あひびき」や「河沙魚」「晩菊」「牛肉」
等のすぐれた短編はむろん、「うず潮」や「浮雲」「めし」等の
代表的長編に至るまでジャーナリズムの要請に次々と応じる形
で書き続け、ために持病の心臓病を悪化させて命を縮めたとき
森
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えいわれる。
そのように多作であった勝舜便のわずか六年足らずの活計製と点
蛉牢，ると、にｊｂかかわら手自身の新しい寸享の展開を純安が真
剣に志向していたように思われる。その顕著な一つのあかしが
右のⅢ混作である。
この四作はむろん素就的に共通点を持たないものの、いずれ
も釘鰡況や幻聴ないし幻冥と扱っている点で共通性を有する。四
作については前述の小著「林革美子の輻堕叺』で特に音薯設けて
紹芥したので、ここではなるべく重栴達避けて述べたい。
「布績」は「海の幸」の画家青木繁の最臓澤午の四か月ほどを
描く。結核におかされた彼が同室の患石を次々と見送りながら
誉晶躬の中、征蒼の思いで死ぬ髭十が描かれる。不眠と熱からく
る幻管轄採用した場面が効果的に使用されるのが特色である。
まず、冒頭である。
壮麗な庭は、いま古義盛りの藤の棚で、吹き抜ける風にゆ
れて、藤の花房は路面一面に、花びらを豆のやうに胤讐散
らしてゐる。大理石の欄干に、天平の赤い服の女が、壬を
口にあてて誰かを熱心に呼んでゐる。ぢいつと熱に耐へて、
繁は胆差細めた。あの女が、せめて、こちらを見てくれた
なら、俺は生きかへってみせる。騰貴はこれできまる。少
しづつ女の顔が、睡蓮のやうに大きく拡がり始めた。
ここでいう熱に耐えた繁は幻夏甲の繁なのであり、見た物は
全て菖和心世界のことである。その繁が咽喉の渇きを一見えると、
その後は藤棚も庭も消失してしまい、ハイラスな女やイブセン
や岩野泡嶋らの顔が次々と浮かんでくる。しかし、まだ夢想の
中にいる。繁は状況を打開すべく、わざと笑い出すわそ２植呆、
ようやく夢想世界を脱して正気の世界に戻ることができる。
以上は夜明け方の体験だが、なお白むのを待ちこがれながら
繁は過去の生活を回想し始める。そのうち、どこか繁華街の四
辻で演説をする茜写とみ、最後に「あ、袋だけが、人間の袋だけ
が歩いてゐると錦肝世したところで眼がさめる。
こうして元旦の朝を迎えたあと、一月一一十一一日、春めいた陽
気に誘われて久方ぶりに外出した彼は銭湯に入り、居酒屋で一
杯ひっかける。しかし、無理な外出が響いてその夜から一一、三
日は咳が出、病みを感じ続ける。｛糧苦しい状態が続く。そんな
●
●
時に居酒屋の女主人が見舞にくる。
疾壺に酒を盛って持って来たと云った。腰から下が、｜
枚の鱗だった。ぢいつとのぞきこんでゐる女の顔が、たれ
のきかんきの怒った顔だった。こっちを見て動かない。眼
は深い緑色をしてゐた。金色の墾貝泉のなかに、虹が光って
ゐ
た
。
繁
は
手
を
差
し
出
し
て
、
ざ
ァ
仲
な
ほ
り
を
し
よ
う
と
云
っ
た。
以下、彼と彼女のやりとりが続くが、これが繁の幻覚を描写
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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三月を迎えて彼の容態は日にみえて悪化するようになる。弟
や姉が見舞にくる。三月一一十五日、死の一一、一一一時間前のこと。
繁は胸の皮膚に、何の感鯛もない。ちらちらと黒い鳥の
羽根のやうなものが、瞼をかすめてゐる。それがうるさく
て仕方がない。深山のなかへでも這入ったやうな、暗いと
ころを何時の間にか歩いてゐた。深山のなかには、無数に
野猿が叫びたててゐた。夜の静寂な雲間を、月が二つくる
くると舞ってゐる。
以下、彼のそば近くに野猿が無数にきて、そのまわりを走っ
たり、叫び散らす叙述が続く。語り手はこれを〈不思議な夢〉
といい、眼覚めと同時に思い出しもしなかったと述べる。この
野猿はサブタイトルに〈暮れぬれば絵の具を収め帰る路月なき
谷を猿の声する〉とあるように、青木が写生旅行の折りに見聞
したことに基づく。
このように「夜猿」では幻覚や幻視が数度にわたって効果的
に使用される。身体が極端に衰弱し、死が間近な錯乱状態に陥
った人物を描く場谷だから、当然といわれればその通りなのだ
がｙ逆にいえば、そういう幻唖筧や幻視に興味を抱いた作家がそ
れにふさわしい人物と状況を選択したともいえよう。
「上田秋成」も引き続いて歴史上の人物を主人公とする。秋
成の出生、少年時代、青年時代、本居宣長と里璽守等々を述べ
るが、全て秋成の回想によるもので、主筋は六十八歳の彼の老
境を二日間の行動を記しながら叙述する点にある。
ここでも前作同様に作品の冒頭と終末部に幻聴や幻視を採用
する。たとえば、毎日、同じ時刻に海鳴りの音がきこえる。そ
れを秋成は死が近いせいだと理解する。また、外出時に道に迷
ってある盲着屋の軒先で一休みしていると、店先に吊りさがる
古着の襟に皆、生首が、しかもそれぞれ自分が見知ったそれが
ぶらさがる、との幻視も休鐇験する。しかも、その時に店の中を
のぞく皇嘘場でそろばんを弾いているのは一育鬼だったという。
さらに、亡き妻が夢に現れた翌朝、物売りの声が外を通りす
ぎるので障子の破れからのぞくと、昨日の外出時にみた黒い頬
かぶりの女が何人も通る。障子を開けると、その女達は影も形
もない、との幻視を体験する。
このようにこの作品は死が近い老境と関連づけられた幻聴や
幻視が重要なポイントとなっている。
「めかくし鳳凰」は六十年ほどをよそで暮らした堅舌が終戦
宴別、故郷に戻ってくる。彼は皐月の鉢を一一貨車も持ち帰った
が、すでに七十八歳。近所の、孫ほどに歳が違うお安と割ない
仲となる。作品は彼と彼女の一合妙な関係が描かれるが、彼の急
死前のこと、彼は言了とみたとも物の怪に襲われたとも判別でき
ぬ休睾験に出会う。
それは以前に彼と心中して亡くなった女のことで、今までも
女の亡霊におびえ二狸更けにめざめた時など、肩を押しつけら
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れるような息苦しさを感じたり、衣ずれの気配を聞いたりする
こ
と
も
あ
っ
た。ために彼は夜でも灯をつけたまま眠るようにし
ていた。
その時も、夜更けに誰かが雨戸を叩き、開けて入って来、枕
元を通りすぎた。赤い着物を着ていたその人物は彼の蒲団をふ
んで歩くが二千応えはないものの、全身がしびれるような感鯛
だけは受ける。外は雨で、いつのまに部屋の灯翻編えている。
しかし、実際は昨俶夜は雨も降らず、停電もないと判明する。
この作品は前二作と比較すると、幻覚が登場する回数は少な
い。しかし、おそらく心臓発作と推定される彼の死因を招いた
のは幻覚である。それまでも亡霊に悩まされていた彼が最後に
経験したそれ以来、すっかり体調を崩し、夜中に念仏をとなえ
たり座禅をくんだりし始める。それらＱ行為が伴哲赤的には衰弱
を強めて死に至ったものと考えられる。
とするならば、老人の物欲と悸欲を描くこの作品においても
幻覚が重要な役割を担っている、といえよう。
「爆布」は前三作と比較すれば若干、傾向が異なる。これま
では一人の人間が休挙験する幻》豆を描いていたが、ここでは人物
によって描きわけられる。すなわち、戦争則傷者の直吉がすっ
かり無」気力になり、生きる張りあいを失う人物に設定され、そ
ういう彼があこがれるのがまずサンドイッチマンである。川面
の浮袋の上に横になる彼を直吉は最初〈孤独で寄辺のない生き
ながらの骸〉と思っていたが、そのうち〈あすこまで落ち込ん
で初めて平和な境地が発見できるかも知れない〉と考えるよう
になる。
また、戦争の悲惨な光景に接して気が狂った義母に対しても
次第に〈究め尽くせない自然人を、そこに挑めたやうな気〉が
し、〈まともな人間に抵抗できなくなってゐる継母の方が、直
吉にははるかに水々しかったし、まともな人間に見えてくる〉
見方をとる。
このように、前三作が一人の人間における正気と狂気（幻覚）
を叙述していたのに対して、これでは正気と狂気をそれぞれ役
割分担する人物が登場する。
とはいえ、直吉が理想の姿を継母にみている以上、継母は彼
の分身ともいえる。とするならば、この四作は幻覚（狂気）を
採用する点でさほど差異はないことになろう。
以上、四作が幻覚の世界を扱うことを述べてきた。健常者に
は見えぬ、聞こえぬ、感じぬ世界を彼らは経験する。彼らは病
気や老齢のために死が近い。そのために健康な者や若者が持ち
えない感覚を働かせて経験できたのかも知れない。したがって、
その意味では彼らの幻覚は文字通りの幻であって、健常者には
到底理解不可能な錯乱状能笘考えられるだろう。しか些かと
いってその戯言が真実を含まないとは誰も断一一一一口できない。「夜
猿」の繁がみた夢に、町の四辻で演説する場面がある。その科
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白に、
知識が、色々な事を云ひ出した為に、道念が破れて迷ひ
始めると云ふ事は多いのです。物を観る眼、人を見る眼、
何処までが本当の尺度かは判らない。或るものは、人の客
貌外形や、挙動のやうなもので、僅かに判断しっ、、虚し
い姿、虚しい影に是非をきめてしまひ、その果ては、感情
に任せて、意思の力を欠いてしまふ場合もあるのです。
と
あ
る
の
は
正
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆に、健常者の感覚や思想が常に真実であるとは、むろんい
えない。
さらに敷桁させていうならば、この現実世界の現象が全て理
由づけて説明できるのかどうか、ということとも関係してくる。
「上田秋成」において海鳴りの音がきこえるのは秋成だけでな
く、養女もそうなのである。養女は胸を患っており、寝たり起
きたりの生活をしている。秋成は波の音を、悪魔が群をなして
押し寄せて来る気配だと理解するが、それを承けて語り手は二
人のうち、どっちの人間を捕えに来たのかと述べる。
しかし、考えてみると不思議な話である。死を迎える条件が
異なる二人が同様なことを感知するとは。科学的にどのように
説明できるのか、どうかである。
おそらく、非現実世界に対するこのような疑問や問題を林芙
美子はこの頃抱え始めたのではなかろうか。私見では、それま
での彼女の作品にこれほど非現実の世界を重襄視したものはほ
とんどみあたらない。師秋声の小説作法を学んで小説家の道を
歩み続けた彼女の関心は、師同様に正気（現実）の世界にあり、
そこを真面目に観察し、その結果を写し続けてきた。幻覚（非
現実）の世界そのものよりも、それを生むプロセスにより以上
の興味を持っていた。
しかし、詩人から小説家へ完全に転進する以前にも非現実の
世界に興味や関心が皆盈佃だったかというと、決してそうではな
い。昭和五年刊行の「”肛浪記」正続は一夫美子を新進作家として登
録しはしたものの、作品の忰唇（上、小説家たる力量が十分に発
揮されているとはいいがたい。小著で述べたように、昭和十年
五月の「牡蠣」によって真の小説家が誕生したと考えられる。
その間の数年は進備期間といえる。その九年九月の文章の一節
である。水晶幻想の一冊をまた読みかへしました。さうして時々
頁を伏せて、此頃の貴方の御心境を考へます。読んでゐて
こはくなります。凄くなる時があります。悪魔の住んでゐ
る小説です。秒の音までこつこつ聞こえてきます。慰霊歌
ｌ■■■■■■
■■■■■■■■
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「わが師．わが友」（昭Ⅲ．Ⅲ『小説新潮乞で芙美子が述べ
るように、秋声や武田鱗太郎、川端康成、蛙勝春夫、永井荷風
は彼女の文学上の師であり友であった。ことを川端に限ってみ
ても、その交際は二十年以上に及んでいる。『川端康成全集」
補巻２（昭刃・５新潮社刊）にはその間の往復書簡七十二通
が収録されていて、二人の文学や実生活など多岐にわたる綿密
な交遊ぶりが知られる。もっとも年齢も文学的出発も勝る川端
か
ら
一
方
的
におそわるという姿勢が芙美子には基本的にみられ
るが。さて、引用文の川端作『水晶幻想』は九年四月の刊行前後に、
そのような経緯からみても、すでに彼女の手中にあったと推察
される。これ以前の『化粧と口笛」（昭８．６刊）も『僕の標
本一二（昭５．４刊）も贈呈されている彼女である。
『水晶幻想」は川端が昭和三年三月から九年一月の間に発表
した十一作を収録した短編集だが、その配列をみると「禽獣」
を巻頭に、「水晶幻想」を巻末に置いている点からもこの二作
に作者の思い入れがあることは間違いない。特に後者は短編集
だの寝顔、禽獣は一つの絵画になります。
此三つの小説は私に激しいものを与へてくれました。何度
か読みかへせる小説と云ふものはきうざらに出来るものでは
ありません。今川端康成への書簡」「文芸」）
のタイトルにまで昇格させていることは任視できまい。
十一作の内容は実に多様である。「それを見た人達」や「慰
霊歌」、「女を売る女」、「父母への手紙」の四作は素材面でも内
容面でもそれぞれお互に異質なものだといえる。「夢の姉」と
「結婚の技巧」「水晶幻相とは男女の愛を主に取り上げた点で共
通性を有し、「騎死の死」もこのヴァリエーションとみられる。
また、「椿」「寝顔」「禽獣」は登場人物において共通点がある、
といえよう。
一応、このように判断したものの、当時の最も前衛的手法を
駆使しているという観点からいえば、「水晶幻想」一篇が独立
する。というようにこの短編集への理解はなお検討の余地があ
るということを承知の上で論を進めたい。
こ
こ
で
は
短
編
集
全
体
を
あ
れ
こ
れ
論
ず
る
こ
と
が
目
的
で
な
く
、
む
しろ先の引用文において芙美子がなぜ「慰霊歌」惠渥座「禽獣」
を取り上げて〈激しいものを与へてくれました〉と述べたのか、
を問題にしたい。そのために順序として最低限これら三作につ
いて言及することから始める必要がある。
「禽獣」は、四十歳近い資産家の独身男が小女一人を置くだ
けで、犬や小鳥に囲まれた生活を送る。彼にいわせれば、人間
はどんなつまらない相手であっても、｜緒にいる以上はあきら
めて暮らさねばならぬが、動物だと、目標を定めて人工的に育
てることができ、そこに神のような爽かきがあるからだという。
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彼は新しい小鳥の来た一一、三日は生活が全くみづみづしい思
いに満たされるし、犬の出産と育児にかかわるのが何よりも楽
しいと思う。
作品は、知り合いが出演する舞聴弔会に花を届けるぺく日比谷
公会堂にタクシーで向かう彼が、渋滞にまき込まれながら、過
去や現在に飼育にかかわった動物たちの想いを語ったものであ
る。その回想の合間に知り合いの鰹鼬串家・干花子との交際も点綴
される。彼嘔女とは十年近く前に心中しようとしたことがあり、
その時の潔い態度に彼はすっかり脱帽し、死を思いとどまる。
のみならず、〈たとひどのやうなことがあらうと、この女をあ
りがたく恩ひつづけねばならないと、その時心の底に響〉く。
その後、彼女の〈肉体の野蟹な頽慶に惹かれ〉て■精婚を申込
まなかったことを後悔する彼だが、出産によってその肉体の魅
力がすっかり失せると、舞踏をみることはおろか、口を交わす
のさえ疎ましくなる。
小動物を飼才縦糸と千花子の措》糸が微津妙に織り込まれている
のが作品の構図だと考えられる。しかし、この縦糸と横糸がカ
ッチリと撚られているかどうか、この作品世界をみる限りでは
疑問である。まず、千花子についていえば、〈この女をありが
たく恩ひつづけねばならない〉との意思がどこまで棒諏続したの
か、あるいは結婚を申込む前後の事情がどうだったのか、等が
一切不明である。
そのために、絆がたちがたい夫婦でもあきらめて共に暮らす
という型がいやで、動物たちを相手にするという現在の生活の
動機づけが今一つしっくりこない。
その小鳥飼いも最初、紅雀を死なすと次は黄鵺鵲、それが死
ぬと菊戴、これも縁切り、というように〈新しい小鳥の来た二、
三日は、全く生活がみづみづしい〉が、その後は長続きしない。
その繰返しに過ぎない。また、犬の出産と育児は何よりも楽し
いといいつつも、ボストン・テリアの子をむざむざ殺してしま
》７。彼にとって小動物との生活は終始、全身を打込んでの〈神の
やうな爽かざ〉に充ち満ちたものでは決してないようだ。
むしろ、全編を通して感じられるのは、冒頭の葬儀車、菊戴
を中心とする小動物たちのおびただしい死の紹介、二年ぶりに
会う千花子が楽屋でみせた死顔のような化粧顔、そして最終部
における十六歳の少女の遺稿集の引用、という且谷に次々と彼
をめぐって登場する〈死〉のイメージである。
彼は十年ほど前、死にたい死にたいと口癖にしていたが、心
中に失敗してからは、自殺を夢にも思わず、口にもしない。し
かし、千花子以外の女性にもめぐりあわず、小動物との暮らし
が続く。それはく死〉と背中合わせにあるく自らの孤濁も潮る〉
作用をたしかに持っていたはずである。それでは、彼の〈孤燭〉
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は癒されたのか。水を浴び過ぎた菊戴を二羽、助けようと必死
の看病をするが、六日目に死ぬ。その後釜に小鳥屋が持ってき
たのをまたも同じ目にあわせる。女中の勧めもあって今度は看
病をしないでいる。鳥篭をぼんやり眺める彼は〈なんだか妙に
悲しくて、自らのみじめさをしらじらと見るやう〉な気がして、
この前のように必死に看病できないという。
前回は生き返った時に〈すがすがしい喜び〉を感じ、不自由
な足で立とうとする姿に〈小さい者の生命の明るさは、声をか
けて励ましたいくらい〉だと思ったのに、今回は鳥との間に距
離を置いてしまう〈彼〉である。
この例でも知れるように、人間相手から小動物を対象とする
生活に変わったとしても、彼の〈孤独〉は依然、癒されること
が
な
い
。
否
『
む
し
ろ
、
そ
の
こ
と
に
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っ
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〈
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独
〉
は
よ
り
増
幅
さ
れるのである。
全編を貫く色調は〈死〉のイメージと彼の〈孤独〉である。
芙美子がこの作品を〈こはくなります。凄くなる時がありま
す。悪魔の住んでゐる小説です〉と述べたのは二則提として登
場する小動物が川端家でなじみ深いモデルであったこともあろ
うが、まさにその色調を感じとったからではないかと考えられ
る。なぜなら、それは特異な環境に育って、餓えに悩まされな
がら自分だけを頼りに生き、作品を書き続けてきた彼女が幾分
な
り
と
も
共
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
忌径塵は浅草・水族館のレヴェウ作者Ｇとの交際がきっか
けで、そこの踊子たちと年越ソバを食べる小説家〈私〉と彼掴女
らとの交遊を描く。彼女たちとは五年に及ぶ交際になるが、中
に浅草を離れた踊り子もいる。「禽獣」の千花子と同じく、正
式に踊りを習うＢ子のような子もいる。それでも〈私〉はなお
ソバを食べる習慣にこだわる。というのも、その交際が〈なん
だか自分がたいへんいい人間になったやうな甘さにほのぼのと
して来る〉からである。
その大晦日の晩も、偶然のことから散り散りになった彼女ら
が珍しく浅草に揃って旧交を温める。〈私〉も五年目にして初
めてお守を買膣うえる。帰路、まもなく結婚するＤ子を自宅に
寝かせたく私〉はその寝顔にすっかりみほれてしまう。
この作品は〈私〉と踊り子たちの距離を置いた交遊を述べて
いる。彼女たちは〈よりどころのない私のいくらかの慰め〉に
なってはくれるものの、〈私〉をみる彼女らの眼は〈別世界〉
の人、というにすぎない。そのことを十分〈私〉は承知してい
る。だから、いくら会う回数を重ねても〈彼女等の生活らしい
ものに鯛れるわけもなく、そのまま路傍の人となりまさってゆ
く私〉でしかない。
のちに川端は浅草を素材にした小説だけで構成する『改造杜
版・川端康成選集」第三巻の「あとがき」（昭Ｂ・４）におい
て〈このやうに浅草を書きながら、私になにより強い恩ひは、
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自分には浅草は書けぬといふ嘆きに外ならなかった。遂に浅草
に入ってゆくことは出来ぬ私であった〉と語った。「寝顔」の
〈私〉の心境とほぼ一致する。
芙美子がこれを取り上げたのは、やはり素材面での親近感が
あげられる。かって駒形の牛店で店員をし、「浅草はいい処だ。
浅草はいつ来てもよいところだ」と「放浪記』（昭５．７、Ⅱ）
に書き記した浅草は彼女のなじみの土地である。当然、踊子の
姿も見、聞きしていたことだろう。しかし、そういう理由にも
ましてこの作品を推すのは「禽獣」同様、〈私〉に仮託された
心境に共鳴したからではないだろうか。〈私〉も踊り子たちも
その交際は決して一線を越えることはない。それでも、それぞ
れの心持ちに不満はない。それどころか、お互いの気持ちは慰
められている。
しかし、距離を置いた交際はいつまでたっても平狩朕罷》にあ
る。破滅もないが、より親密さを増すこともない。そこに〈私〉
は時折、悲しみや寂しさを感じてしまう。踊り子たちとの交際
を通じて〈私〉が慰めと〈ほのぼの〉を一方の極に置き、片方
に悲しみや寂しさを置く、その両極を揺れ動く姿隆朱美子は魅
力を感じたように考えられる。それは「馥郁」と「荒」遅の二
つの一一一一口葉が彼女の中で絶えず対立していたと川端が見抜いたよ
うにｓめし」「あとがき」昭妬・川毎日新聞社刊）、芙美子
自身が持つものとかなり類似しているからである。一一一一口葉を泰準え
れぱ、一一一一一口で孤独と言い切れないにしても、それに近い心境に
〈私〉はあった。
今までみたように「禽獣」と冒掻塵に魅かれた←朱美子の理
由はほぼ近いと考えられるのだが、残る。慰霊歌」はどうか。
これは〈私〉の不思議な体験を語る。ガールフレンドの鈴子
は霊能力の持王であり、ある時、彼女の家を訪ね、彼女が霊媒
となって花子という幽霊と封市する。花子の出現の様子や彼女
の姿、ドアの通り方、等々〈私〉は驚くばかりだったが、最後
に彼女の裸体をよくみようとマッチを擦ったところで、彼女は
消失してしまい、同時に鈴子が叫び声と共にめざめる。
〈私〉は篝獄字者の研究にかなりの興味と関心を持ち、それ
らの事例と照らして花子のケースがどうか、と半ば冷静な｛浬祭
眼をもって彼女と接するのだが、最後に、めざめた鈴子が封筒
の束をみせて書い左阜Ｚのない〈私〉の手紙だと語るのには意
外さを感じる。彼女は〈あなたがなにか私におつしやりたいと
お恩ひの時は私の手がひとりでに動き出して、あなたのかはり
に書くのです〉と説明する。
このように。慰霊歌」は前二作と比較して全く色合いの違う
作品である。
しかし、芙美子を含めてこの時点での川端の忠実な読者なら
ば、おなじみの傾向作であることに即座に気付く。羽鳥一英
『作家川端の基底」（昭剥・１教育出版センター刊）では〈心霊
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学的な見方の作品への応用は、大正十四年にはじまって、昭和
一一、’一一年頃までが最も多い〉とし、具体的に戦後の作品に至る
まで指摘する。これに依っても同傾向作はすでに第一創作集
「感情装飾」第二創作集「伊豆の踊子」第三創作集「僕の標本
室」等にそれぞれ多少なりとも収録されていることがわかる。
のみならず『水晶幻相些は十冊目の単行本だが、うち「伊豆の
踊子』の流布本三冊を除くと七冊目、うち「浅草紅団」（昭
５．ｎ刊）を除く全てにそれが所収されていることも知る。
このうち、私見では芙美子は『水晶幻想』に加えて、『僕の
標本室」『伊豆の踊子」「化粧と口笛』『花ある写真」は確実に
読んでおり、二人の交際経緯からみて残る一冊についても、そ
（１）
の可能性は青向い。とするならば、彼女にとって「慰霊歌」は決
して心霊学応用の初見作品でないということになる。
それにしても、その頃の芙美子は心霊学に対して亜嫌を抱い
ていたのだろうか。直接そのことにふれた文章は管見ではみあ
たらない。羽鳥一英は前記著書において、川端が心霊学に興味
を寄せる理由として中心に「死の超越」の課題があり、加えて
心霊現象に似た自らの体験以下数点の要因を述べる。
この考察に学ぶならば、共通項は「死の超越」だけである。
しかし、これとて彼女の場合、即えからくる死であり、それを
クリアすれば消失する性質の死であったから、川端とは根本的
に異なる。結論として彼女が自発的に心霊学に接近する要因は
あまりみつからないということになる。
しかし、直接に接近する襄囚がなくとも、間接的に関心を寄
せるようになることはある。今の場谷、川端の著作をひもとく
うちに、同傾向の作に親しんでいたことが判明するケースであ
る。そのうち親しみが昂じて自ら書き始めない、とは限らない。
昭和八年六月執筆の「手段の篭積」（昭９．８『旅だより』
改造社刊）とど７文章がある。わずか四百字詰十」鰹栓度の小品
だ
が
、
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を
う
か
が
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せ
る
興
味
深
い
ス
タ
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と
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〈別に手広く自己掘鑿をやってゐるわけではないが、此頃行き
場もない気持ちだ。……こ、にざ、やかな自己相談所をもうけ
て肉体の自分と、精神の自分とを少しばかり対話させて見たい〉
という意図のもとにくこ砥ろ嬢〉と〈からだ嬢〉の対一話が展開
する。精神と肉体が合致していた昔に比べて、この頃は苦しく、
ためにくこ国ろ嬢〉は死を望む。一方〈からだ嬢〉はくこ、ろ
嬢〉の死後、仕方なく滅びるまで生きていたいという。また、
芋虫のようによく眠るといったくこ、ろ嬢〉に対して〈からだ
嬢〉は、〈眠ってゐるのではなくて、あなたと共に横になって
ゐるだけの事で、此頃、私は頭の中に、洋燈をとぼして眠る癖
を教へられましたよ〉〈あなたは私を横にしておいたま、勝手
に遊びに行ける方伝を御ぞんじだが、私は消へて行く術も知ら
ない。淋しいから頭蓋骨の梁へ洋燈を吊るしてゐるだけの事で
す。私はあなたより素直だ〉と答える。
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対話はくこ、ろ嬢〉がタジタジに受けとめる形になり、錯乱
状態となったくこ、ろ嬢〉が〈墓表は人間の最後の杼情です。
五十才も生きられたあなたを空想するより、墓表の文字を空想
するのが楽しみです〉と述べて終る。
この作品は人間における精神と肉体の関係を考察している
が、精神を優位に置きつつも、洋燈の楡え等をみると、さらに
小説として発展しそうな素材も提供する。むろん、本格的な心
霊
学
の
応
用
な
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
に
向
け
て
一
歩
近
づ
い
て
い
るとはいえよう。しかし、一人の人間の精神と肉体を分離する
という発想の本作のような例はこれ以前も以後も発表されてい
ない。今までみたように、「水晶幻想』所収の十一作中、羊菫〈子が
魅かれたのは前衛的な一襄濯作ではなく、当時の彼女の心境に近
いそれを表現した「禽獣」「寝顔」であり、それらとは異傾向
の。慰霊歌」であった。しかも飛汪意したいのは、この三作を彼
女は所収順に記していない。その順序ならば、「禽獣」。慰霊歌」
忌揺座になる。そうでなくて。慰霊歌」を第一位にしたのは、
彼女が受けた印象の強烈さを一不すと考えられる。たとえトバロ
とはいえ、当蒔の彼女が同傾向の「手段の醤積」を試みたこと
｜｜’
がそれを裏づけると考える。
しかし、「放浪記」以後、本格簡な作家をめざしていた彼女
はそれほど心霊学を応用した作品に興味と関心を持ちつつも、
小説作法を会得する方により力を注いだ。結果として「牡蠣」
以下の現実社会を描く客観小説を書｝き続けることになる。そし
て迎えた敗戦。戦前からの方伝を保持しながら活動を続ける一
方、激変した社会や転換した価値観、そういったものをみすえ、
か
つ
己
の
年
齢
な
ど
も
勘
案
し
た
彼
女
は
新
た
な
作
風
の
展
開
を
期
し
て
いたはずである。小著「林茎全太子の形成」では長編尋示色の眼」
や「浮雲」「めし」等についてその新傾向を指摘したが、「あひ
びき」以下の四作に関しても、そういう意欲の成果と考えられ
る。おそらく、その執望｝にあたって重要なヒントになったのはか
つて関心を抱き、魅了された。慰霊歌」以下の川端の作品でな
かったか。しかも、川端は同傾向作を戦後も「再会」（昭Ⅲ。
２）「反橋」（昭四・ｍ）「しぐれ」（昭別・１）というように発
表している。あるいはそれらに彼女は目を通したかも知れない。
そして以前にもました刺激をうけたかも知れない。仮定の話は
禁物だが、これほど同傾向の四作を集中的に発表した彼女であ
る。あるいは「浮雲」に続く「めし」を一江相させたあとぐらい
に、この非現実世界をさらに深化、発展させた長編を企画して
い
た
よ
う
に
予
測
き
れ
る
。
そ
れ
も
早
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た
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こうして、川端康成から林芙美子へとつながるひとつの文学
軍畿咀が途切れることになった。
が
０注（１）「私の件蛋匡（昭ｎ．８「文芸」）では〈最近川端康
成氏の書かれた雇犀の標本宝亡と云った昔の本を読んでゐ
て〉云々。「川鑓尿成あて昭６．４．３付書簡」に〈此間
いづのおどりこを読んでおりまして〉云々。「川端康成あ
て昭８．７．８什菫晶巴に〈御本を戴きまして右難うムい
ました。おもひがけなかったので、大一奪うれしく、「落葉」
を再読〉云々とある本は「化粧と口笛」をさす。「下田ま
で」（昭９．６「文芸」）にはくこ、へ泊まるたび億ひ出す
のは、川端康成氏の春景色と云ふ短篇〉云々とある「春景
色ので￣は￣
は、命「花ある写首二に所収。
（
奎
警
）
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